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青葉奨学会のホウエ氏来日、東京にて報告会開催

ベ トナム子供基金は 7月 29日 、ベ トナム青葉奨学会代表 のグエ ン・ ドク・ホ ゥエ氏

を迎え、同奨学会の現状 を報告す る 「ホ ゥエ さんを囲む会」をアジア文化会館 にて開

催、全国各地か ら約 30名 の会員が参加 しま した。ホ ゥエ氏は、青葉奨学会の方針や学

校建設、子供たちへの精神 的援助な どについて、概略以下の とお り報告 しま した。

皆 さまのおかげで、今年 2000年 は1200

人近 くの学生に奨学金 を配 るこ とが出来

ま した。その半分以上は子供基金 か らの

奨学金 です。 これまで対象 の学生は、ほ

とん どホーチ ミン市 の近辺 で したが、い

まは全国的な規模 になってお ります。現

在、青葉奨学会の方針 として、ホーチ ミ

ン市だけでな く、もつ と必要 な ところ、

貧 しい ところ、特 にベ トナ ム北部 に支給

るように努力 しています。

運営につ いては問題 あ りませ ん。いま

日本人現地スタンフは、脇平 さんが帰国

され ま したので、後任 の高橋 さんがバ リ

バ リや つてお ります。ベ トナム人 のスタ

ンフは リエ ン さん とマイ さん。マイ さん

は新 しく入 られ たスタ ンフで、以前 は高

等学校の校長 をされていま した。

奨学金は、ホーチ ミン市近辺では2か月

に1回 、学生に直接渡 しています。遠隔地

は直接渡せませんが、3年 ほ ど前、各県ご

とに奨学会がで きま した。奨学会 のメン

バー には、仕事 を退職 した人々が、 自分

の子供、甥姪 の世話 をす るとい う、 しつ

か りした人が大勢います。みんな誠意 を

持 って一生懸命 に次の世代 を世話す る方

々ですか ら、遠 い ところは各県の奨学会

を通 じて学生 に手渡 します。 だか ら、皆

さんの くだ さつた奨学金 はちゃん と学生

の手元 に届 いています。 ご安心下 さい。

2θω牢″4校緒 評

奨 学金以外 では、学校 を建設 していま

す。数年前、子供基金 によつて一番南の

ジャングル の中に建て られた学校 ですが、
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一度台風で屋根 が壊れ て しまいま した。

しか し、その後修理 を して元に戻 しま し

た。昨年は同 じ規模 の学校 を2校 作 りま し

た。今年は4校 作 る予定です。 1校 は中学

校で、3校 は小学校です。

小学校は子供基金 の協力で建 て られま

す。校舎はあ りますが、屋根 は椰子の葉

です ので、空が見 えます。雨が降 ると勉

強ができませ ん。それか ら床 は泥 のまま

です。だか ら子供基金 の協力で、床 もタ

イル を敷いて、屋根 も トタンに します。

で も、雨の 日は トタンがやかま しい し、

晴れた 日は暑 くて勉強ができませ んか ら、

天丼 も作 ります。そ うい うのが2校 あ りま

す。 もう1校 は私はまだ行 ってお りません

が、脇平 さんが視察に行 きま した。 ただ、

新 しい教室を3つ建 てるつもりで したが、

その教室 を建 てるためには、ボ ロな学校

ですか ら、壊 さなければな りませ ん。 し

か し、壊すのはもつたいない。 まだ学校

がない ところもあるんです。い まあるも

のを壊 して新 しい ものを作 るのは罪があ

るよ うな気が します ので、東京 のベ トナ

ム子供基金 の意向も聞いて、最 終的に中

学校 を作ることに しま した。

それか ら、静岡県磐 田市のユネス コ協

会の協力で、山の中に小学校 をも う1校作

ることを計画 してお ります。

学校建設 のほかに、毎年、事務局の方

も協力 して、お正月 に奨学生以外 の街 の

親 のない子供たちや、靴磨 きの子供 たち

に、新 しい服 を一着ずつ贈 っています。

昨年 か ら青葉奨学会 は正式 に政府 に認

め られ て、 自由に活動 できるよ うにな り

ま した。全 国的に、青葉奨学会の存在 は

大事 な もの として、みんな評価 して くだ

さっています。

清″由支援 盗 藷 踏

学生 は奨学金 を貰 って喜びますが、そ

れは物質的な援助です。精神 の方 は、ま

だや つてお りません。皆 さんの心 を学生

に伝 えることが、まだできていませ ん

物質的、精神 的、両方 の支援があつて、

は じめて青葉奨学会 。子供基金 は価値が

あるんです。現時点ではまだ半分 しか、

皆 さんに大変 申 し訳 ないですが、私 はま

だ責任 を果たせていません。

いままで、私 は 日本語学校 のことで忙

しくしてお りま した。 しか し、や っ と日

本語学校 も軌道 に乗 つてきてお ります の

で、青葉奨学会 の方 に時間を割 くこ とが

できます。私は頑張つて残 りの半分、つ

ま り精神 的な世話、皆 さんの気持 ち、私

たちの願 つてい ることを子供たちに伝 え

たい と考えてお ります。

今回、私 はアメ リカを廻 つて帰 つて■

ま した。 日本 にいたベ トナム人留学生 ‐々

大勢ア メ リカに住んでお ります。 サ ンフ

ランシス コの近 くで大 きな集 ま りがあ り、

300人 以上集ま りま した。その中に私たち

の世話 した東遊 (ド ンズー)学舎 の学生

が50人 ほ どいま した。私が35年 前にまい

て苦労 して育てた種 が実 るのを見て大変

うれ しかつたんです。その場 を借 りて、

青葉奨学会 の ことを紹介 しま した。そ う

した ら、みんな大いに歓迎 して くれ ま し

た。青葉奨学会 は、アメ リカ全上のベ ト

ナム人の間に広がっていきます。

実は、2000年 12月 までにすべての仕事
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を片付 けて休 もうと思つていま した。 し

か し、アメ リカの旅行 で どうも辞 め られ

そ うにない と思いま した。 だか らまだ数

年間、頑張 らない とダメです。青葉奨学

会の精神 的支援 と、それか ら日本 と、ア

メ リカの元 日本で勉強 した方々 と今の政

権 との橋渡 しの役割 を何 とか 自分がで き

るところまで頑張 りたい と思います。

質疑応 答

会場 私 は子供基金 に4、 5年お世話 にな

っています。里子は今年高校3年生にな り、

一応 これで奨学金 は終了 します。 ですか

ノ、ベ トナ ムの観 光 を含 めて、是非、本

人に会つてみたい と思います。

ホ ゥエ 大いに歓迎 します。是非ベ トナ

ムにい らして、里子 に会 つて本人の成長

を見て くだ さい。それか らベ トナムの現

状をご覧になつてくだ さい。

会場 来年 、ベ トナムで里子 に会 う予定

です。何か簡 単なお土産 を持 って行 きた

いのですが。

ホ ゥエ 学生 には ノー トの よ うな道具が

一番 です。普通の学生は ノー トぐらいは

簡 単に買 うことができますが、貧 しい学

生 はノー トや ボールペ ンが必要です。 で

表れ ば高価 な ものは避 けて くだ さい。大

ドノー トもベ トナムで買つて下 さい。 日

本 とベ トナ ムでは ノー トの罫線 が違いま

す。それか ら日本のノー ト1冊 でベ トナム

では4、 5冊 も買えます。

会場 青葉奨学会 とベ トナム子供基金 の

関係がよくわか らないのですが。

ホ ゥエ ベ トナム国内では奨学金 は青葉

奨学金 といいます。 しか し、海外で支援

していただ く方に一人ずつ送金 していた

だ くのは大変 です。 しか も経費 もかか り

ます。東京 の近辺 は子供基金が窓 口にな

り、 ご寄付いただいたお金 を集 めて送 つ

ていただ きます。そのほかに、金沢の北

陸ベ トナム友好協会 、沖縄 の青葉奨学会

沖縄委員会 とあわせて、3つ の窓 口を通 し

て青葉奨学会 を支援 していただいていま

す。

事務局 ボ ランテ ィア団体 としてベ トナ

ム子供基金がスター トしたのが95年 の6月

です。 こち らでは資金 を集 めて、ホ ゥエ

さんの方で 自由に奨学金 な り学校建設 な

り、ベ トナムの子供た ちの教育のために

使 つて も らいたい と考 え、いろんな方 に

呼びか けて会員 になつていただきま した。

ただ一件 だけ例外があ ります。子供基

金 のある運営委員 とその友人が、ホーチ

ミンに行 つて、ス トリー トチル ドレンの

子供 た ち と交流す る機会 があ りま した。

その子供た ちの実情 に非常に胸 を痛 めて

いま した。その子供 たちを支援 している

タオダン とい うベ トナム人の青年 た ちの

グループがあ りますが、そのタオ ダンが

ある時期 に外 国か らの資金援助がな くな

って しまったのです。 これはホ ゥエ さん

の本意 とは少 しはずれ ますが、ホ タエ さ

んを通 じて、その子供たちを支援す るべ

トナムの青年たちに、2年 間だけですが、

年 間100万 の支援 を した ことがあ ります。

ホ ゥエ いまの若 い人たち、特に子供た

ちには、理想 が全然 あ りませ ん。 お金 を

も うけるだ けです。それではダメです。

私 た ちの世代では国が戦争 を していま し

たか ら、平和 になった ら、私 は橋 を造 る、

私 は医者 になって病人 を治 してあげると、

そ うい う夢 をみんな持 つていま した。い

ま子供 たちはそ うい う教育 をされ ていま

せ ん。 やイまり、 こ う�ヽ う/1ヽ さい子供 イこ夢

を持 たせ ること、それか ら仁愛、お互い

の心 を結び あ う気持 ち、そ うい うことは

幼 い ときか ら情操 に植 え込まなけれ ばな

らないのです。

事務局 また こ うい う機会 を持 ちたい と

思います。 あ りが とうございま した。
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O oO里 子 の手紙  O oo里 親 の手紙

ホー チ ミン市 2000年 6月 2日
里親様

季 節 の到 来 を告 げ る際 雨 が去 る と、雨 の滴 が光 を浴 び て き らき ら輝 き夏 を迎

えます。私 の国で は この季節 に な る と、火 焔樹 が一斉 に咲 き始 めます。真 つ赤

な花 は、一面空 を覆 いつ く し、 とて も綺麗 です。

里親 様 、今 学年 の終 了 5日 後 に は、卒 業試 験 が あ ります。 ベ トナ ムで は、 10

学年 (高 校 1年 )に 進 学す る と、 当然 アオザイ を着 て通 学 します。私 は、来年

のそ の ときを迎 えた ら、 きつ と自分 自身 が成長 した と思 うで しょ う。

とて もいいお知 らせ が あ ります。私 は、 「非 常 に優秀 な 中学生」 が受 け る試

験 において、 2番 目の ランクで合 格 しま した。 喜 んで くだ さいね。

ところで、 「青葉 奨 学会 」 の 出 してい るお手紙 が張 り出 され ていて、偶 然 あ

る記事 が 目に とま りま した。 それ は、 ある里親様 につ いて書 かれ たお話 です

ご存 じで しょ うか。 退職 され た とい う、車椅 子 の男性 の方 の こ とです。 私 はい

ま まで にない感動 を覚 えま した。本 当に涙 が 出そ うにな った の です !

それ に して も、私 を援助 して くだ さつてい る里親 様 につ い て、私 は名 前 以外

は何 も知 らない、 ど うしてそれ だ け しか知 らない のか しら一。 とて も悲 しくな

りま した。 この手紙 が里親様 の手 元 に届 け られ 、読 んで いた だ けた ら、お返 事

を くだ さるよ う待 ち望 んでお ります。私 か らの この手紙 を、遠 い地 にい る里親

様 の子供 か らの手紙 が届 い た と思 つて読 んで くだ さるよ う、願 つてお ります。

里親様 、お元気 で しょ うか。 い かがお過 ご しか とお伺 いい た します。 里親様

が益 々 ご活躍 され ます よ う、私 はいつ もお祈 り申 しあげます。私 が次 に受 け る

試 験 で も、いい結果 が 出せ る よ うお祈 りしてい て くだ さいね。私 の両親 と同 じ

よ うに、私 の成長 を見守 って くだ さいね。 さよ うな ら、里親 様 。

KO-112 里親様 の子供 Tran Thi Bich Diem(チ ャン・ティ・ビック・ジエム)

追伸 この手紙 といつ しよに 「鳳凰」 (火 焔樹の花 で作 った蝶 )を 送 ります。

ジエ ム さんへ

こん に ちは。 今 日は私 に とつて、 とて も嬉 しい最 良 の 日で した。 いま あなた

か ら届 いた手紙 を何度 も読 み返 してい ます。 とて も よい成績 で試 験 に合 格 した

とい うニ ュー ス 、お めで と う ! あなたが優秀 で、先 生や お友 だ ちか らも大変

慕 われ てい る こ とや 、責任感 の強 い こ と、そ して優 しい こ とが文 章 か ら伝 わ っ

て きます。 そ して美 しい火 焔樹 の花 をあ りが と う。 小 さな額 に入 れ てお部屋 に

飾 りま しょ う。 そ うす れ ば、いつ もジエ ム さん が近 くにい る よ うな気持 ちにな

れ ます。 いままでお返事 を書 かず に きて しま った こ と、 ごめん な さいね …。

KD‐ 299菊 池 幸子

※注 :菊 池 さんの手紙は、一部抜粋 して掲載 しま した。 (編 集部 )

◇◇◇
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奨学 生 ヴー・ ヴィエ ッ ト・ タイ君  銀 メダル を受賞

ア ジア太 平 洋 数 学 オ リン ピ ック
ベ トナムの10人 の学生、すべて賞を受賞

′

たこのコンテス トで、ベ トナ  (色� M� Ph詭)れぃ huy chRrmg Ya駆 ;

ムは 団体別 で は台湾 、韓 国 、 Dinh)v嵐

第孔目03'星ξ鷲扱重鼻;  鶉自
ンピックで、ベトナムから参  嘔轟
加 した 10人 の 学 生 は 、 団 体 平    lTT_Hュ
均 26.8点 を取 つ た 。 同 時 に彼  吼 孤Binh D

らは 過 去 最 多 の 10人 全 員 が 賞

を受 賞 。18か 国 187人 が 参 加 し  ChC d∝ tuy

ユ ー ⌒ 一― ― ― l一  ・゙ と  187 tX sinh.

Dinh)v嵐
d」dc huy

S呻 T4迫メリカに次いで4位 だつた。 こ工0血
グエン・チュン・ラップ君  plrcn訊 醍w“ AIlhQu黎 (Htt Ph心引9ユ

(ヴ ィンフック省)が 金メグル、ヴー・ヴィエッ トロタイ君 (ナ ムデ ィン省)ら 2人 が

銀メグル、 ドー・チュオン・ザン君 (ハ ノイ市)ら 4人 が銅 メグルを獲得 したほか、残

りの3人 もそれぞれ賞を受賞 した。 【ハノイ6月 8日 =ト イチエー新聞より】

タイ 君 か らの 手 紙

里親 様 へ
ナムディンにて5月 24日

は じめに、里親様 とご家族 の皆様 の ご健 康 とご成 功 をお祈 り申 しあげます。

里 親様 ! い ま私 は 1999‐ 2000年 度 の終 わ りの準備 を してい ます。 この 1年 、

私 は勉 強 に励 み、注意 して修養 し、道徳 を鍛 錬 しま した。 そ の結果 、通年 で、

私 は校 長 先 生 に 「非 常 に優 秀 な生徒 」 と認 定 され 、 1年 間 の平均 が 9.0点 で 良い

成績 で あ る と認 定 され ま した。 この機 会 に私 は里親様 に このニ ュース を喜 んで

お知 らせ い た します。

この 1年 、私 は全 国数 学 学 生選 抜 テス トに参加 し、 2位 に な りま した。 同時 に

私 は ア ジア太平洋数 学 オ リン ピ ックに も参加 し、銀 メ グル を取 りま した。 この

結果 に よ り、私 は特別 に卒業 資格 を得 、大学 へ入 学す るこ とを許 され ま した。

私 は大変 うれ しいです。 それ は、私 の これ らの結 果 が学校 の業 績 の一部 に貢 献

で きたか らです 。私 は ちつぽ けです が、 これ らの結果 は、友 人 た ちや家族 、先

生方 、そ して里親様 に差 し上 げ るプ レゼ ン トにな りま した。

里親様 ! これ までず つ とご援 助 くだ さつた こ とに大変感 謝 してい ます。 ま

さに里親様 の途 絶 え る こ とのない ご援助 そ の もの が、私 の勉 強 の大 きな励 み と

な り支 えで あ りま した。 私 は、里親様 が私 に くだ さるお気 持 ちにふ さわ しい よ

うに、常 に勉 強 と鍛錬 に努 力 す る こ とをお約 束 申 しあげます。

VU ⅥET TAI(ヴ ー・ ヴィエ ッ ト・タイ )

ナ ムデ ィ ン省 レ・ ホ ン・ フォ ン高校 3年 数 学 専攻
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初めてホーチミン市を訪ねて
小河原 理枝

ベ トナムで最も活気あるとい う商業都市ホーチミンを初めて訪れる、本間さんと私、仕事

で何度もいらしている岡村さんと、里帰りしているニーさんの案内で旅は始まりました。

数年前までは、自転車のラッシュだつたそ うですが、いまはバイク、バイクの波。それも

2人、 3人、両親 と子供の 4人乗 り ! ほほえましい光景です。そのバイクの波のなかを車

が警笛を鳴らしながら走つているのです。道路の横断には日本では考えられない、緊張感を

味わいながらの横断を経験 しました。

屋台での食事中、市場の買い物中、花売 り、宝クジ売 り、靴みがきなど子供の売 り子の声

をたくさん聞きました。学校へ行ける子供は幸せです。歩いて通学している子供は見かけま

せん。小学生は親がバイクで送 り迎えするとの事。歩くのは危険だそ うです。

女学生が真白いアオザイを着てバイクで通学している姿は大変優美でした。

最後の日、本間さんと私も里子がホーチミン在住でしたのでお会いすることができまし`_。

ホテルのロビーで待ち合わせ、本間さんは女の子、私は高校 1年生の男子ハオさんと母親に

お会いしました。ハオさんはとても優 しく素直で、昨日は眠れなかつたと話され、胸が熱 く

なりました。彼は病弱で学校を休みがちのため、成績が少々下がりましたが、援助を続けて

いてよかつたと思いました。

言葉が通 じなくても “以心伝心"、 心のふれあいが出来て有意義な時間を持つことが出来

ました。お別れのとき、お母さんが泣いてしまい、私も涙 しながら伯父さんのバイクに乗つ

た二人の姿にいつまでも手を振 り続けました。子供たちが大人になる時代には、街にはス ト

リー トチル ドレンの姿も見ない優雅な住み良い国ベ トナムになることを願つています。

お忙 しいなか、脇平さんをはじめスタッフの皆さん、お世話になりました。

左から筆者、筆者の里子、本間さんの里子、本間さん
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GAP LAI NHE
本 稿 は 、 6月 か らベ トナ ム子 供 基金 の ホー チ ミン市 駐在 ス タ ッフ と して ご活躍 いただ

いて い る高橋 佳 代子 さん (写 真 )が 個 人 的 に執 筆 して い る 「 メー ル レター 」 を転 載 し

た もの です 。 タイ トル の “GAP LAI NHE"は 、 ベ トナ ム語 で 「 また会 いま しょう」 とい

う意 味です 。 (編 集部 )

5月 も半 ば に入 り、 サ イ ゴ ンは本 格

的 な雨季 に入 りま した。 日本 ではそ ろ

そ ろ梅 雨 の季節 がや って くる ころで し

よ う。 み な さんいかがお過 ご しです か。

さて、 み な さんは 「ベ トナ ム」 とい

う言 葉 を 聞 い て何 を 思 い 浮 か べ ま す

?ヽ ベ トナ ム戦争 、枯葉 剤 、難 民、

生春 巻 き、東 洋 のプチパ リ、社 会 主義

国 …。 世 代 に よつて も、男女 に よつて

もイ メー ジ は違 つて くるで しょ う。 私

も初 めてベ トナ ムを訪れ た 時 は、 「か

つ てベ トナ ム戦 争 の あった 国」 とい う

イ メー ジ しか あ りませ んで した。

そ の後 、幾度 とな くこの国 を訪 れ る

よ うにな っ て か らは、戦 争 とい うイ メ

ー ジ よ りも 日本 と同 じよ うに、普 通 に

生活 して い る人 がいて、泣 い た り笑 っ

た りして い る (私 は買い物 を して よ く

ば られ て怒 ってい る)現 実 を見 る よ う

にな りま した。 そ ん な姿 を見 て、 だ ん

|ん 遠 い 国 か ら 「お 隣 さん」 に近 い親

近感 を感 じる よ うにな りま した。

鱒ONDAと 殊 の素 とん幕閉θκ

さて 問題 です。 この 3つ の言葉 の共

通 点 は何 で しょ う? これ らは、お そ

らくベ トナ ム人 な ら誰 で も知 つてい る

日本語 です 。

HONDAと はベ トナ ム で は オ ー トバ イ

を意 味 します。 オー トバ イ の こ とをベ

トナ ム語 で はセ ー マイ (xe may)と い

うのです が 、特 に南部 で はセ ー ホ ンダ

が一般 的です。 カ ブ タイ プ のオー トバ

イ で あれ ば なん で もセー ホ ンダ にな る

わ けです。 だ いた ぃ一家 に 1、 2台 は

あ ります。 ベ トナ ムで は家 と同様 にオ

ー トバ イ は財 産 とみ な して い るた め、

大 変価 値 の あ る もの と して大切 に しま

す。 (ち なみ にホ ングの新 車 は約 2300

ドル =約 25万 円。 ベ トナ ム人 の平均収

入 が月 80ド ル 程 度 な ので、 い か に高 い

買 い物 かわか ります。 )

次 に味 の素。 化 学調 味料 の一種 です。
「味 の素 は世 界 一 」 とい う宣伝 文句 の

とお り、台湾製 、 中国製 、韓 国製 よ り

も人 気 が あ る よ うです 。最 近 は味 の素

を多量 に摂 取す る と、人 体 に悪影 響 が

あ る とい う事 実 が知 られ る よ うにな り、

一 般 家庭 で は あま り使 わ な くな って き

ま した。 しか し、普通 の飲 食 店 で はま
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だま だお構 いな しに使 用 してい るので、

注文 す る時 「味 の素 はい らない よ」 と

言 つた ほ うが美 味 しく食 べ られ ます。

余 談 です が 「味 の素 」 はス ラン グで 日

本 人 を冷や かす 時 に使 つた りも します。

最 後 に KARAOKE。 き つ とこの言 葉 は

世界 中の人 が知 つてい る言葉 で し よ う。

日本 で 「カ ラオ ケ に行 く」 とい え ば歌

を歌 うた め に行 く と考 え るのが普 通 で

す。 ベ トナ ムで も、 もち ろんそ うな の

です が、 な か に は 日本 の ク ラブ の よ う

なカ ラオ ケ もあ り、売春 な どの行 為 が

され た りす る こ ともあ るそ うです 。 で

も最 近 は、娯 楽 のひ とつ と して 、歌 を

楽 しむ場 と して のカ ラオ ケ もた く さん

あ ります。 カ ラオ ケ が苦 手 な私 は数 回

しか行 つた こ とが あ りませ ん が、楽 し

そ うです よ。

この 3つ の言 葉 は、す べ て商 品 の名

前 です。 そ の他 に も ソニー 、ヤマハ 、

スズ キ、 ヒタチ な ど 日本 製 品 は高 品質

・ 高価 格 と してベ トナ ム人 に知 られ て

い ます。 (私 も外 国 に住 ん で初 めて 日

本製 品 の素 晴 ら しさを知 りま した。 )

そ の く らい 日本 製 品 はベ トナ ムの経 済

の 中で大 きな割 合 を 占めてい ます 。

反 対 に 日本 人 のベ トナ ムに姑 す るイ

メー ジは文 化 面や 、歴 史 に関す る こ と

が多 い よ うに思 い ます。 それ が 良 い か

悪 い か はわ か りませ ん。 た だお互 い に

どの部 分 か ら 日本 を、ベ トナ ム を見 る

か に よつて 、イ メー ジす る言葉 も違 っ

て くる と思 い ます。 この レター の なか

で も、で き るだ け身近 な話題 を通 して、

いま まで とは違 つた面 か らのベ トナ ム

を伝 えてい きた い と思 い ます。

テイゴ ンのπ力
"1ら

ベ トナ ム に は あ らゆ る職 業 が あ る。

日本 人 か ら見 る と、 「そ ん な こ とま で

職 業 に して しま うの ?」 とび つ く りす

る く らい。 体 重 測 り屋 (1回 約 10円 )、

バ イ ク・ 自転 車 の修 理 屋 (パ ンクが約

100円 )、 ペ ッ トボ トル 回収 屋 、 マ ッ

サ ー ジ屋 な どな ど。

そ のひ とつ に “新 聞売 り"が あ る。

ベ トナ ム人 は よ く新 聞 を読 む。 朝 8時
ごろには街 の あ ち こちでい ろい ろな新

聞 が売 られ て い る。 (ち なみ に私 の購

読 紙 は 「SAIGON GIAI PHONG(サ イ ゴ

ン 解 放 )」 と 、 「QUOC TE(中
際 )」 。 )新 聞配 達 を使 つてい る人 も

い る。 しか し、それ とは別 に “新 聞売

り"と い う職 業 を持 つた人 た ち もい る。

街 の 中心 の 目抜 き通 りで はベ トナ ム の

新 聞 のほか に、英 字新 聞 、仏宇新 聞 、

そ して時 には 、朝 日新 聞、読 売新 聞 ま

で も彼 らに よつて売 られ てい る。

ベ トナ ム の 新 聞 は 1000～ 3000ド ン

(約 10～ 30円 )ぐ らい。 そ れ に 500ド

ン を上乗 せ して売 るのだ が、果 た して

儲 か つてい るのか はわ か らない。失 業

率 の高いベ トナ ムで は選 択 の余 地 が な

い のか も しれ ない。 しか し彼 らは、 ス

コー ル の 降 る 日、 日差 しが 強 い 日 υ

「AI MUA BAO DAY」 (誰 か新 聞 を買 い

ませ んか ?)と 、掛 け声 をか けなが ら

新 聞 を売 つてい る。

ごん な 冒 もあ る

早 い もの で 、サイ ゴンに来 てか ら約

2か 月。 最 初 は暑 さに悩 ま され 、そ し

て サイ ゴン弁 に悩 ま され 、落 ち込 む 日

も多 々 あ り。 そ ん な とき、ベ トナ ム で

よ くあ る 「停 電 」 が起 こる と、気 分 は

もつ とブル ー に…・。
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朝 の 8時 か ら既 に停 電 は始 ま ってい

た。 ベ トナ ムで は小 さな地域 ご とに停

電 が勃発 す るが (時 には事 前連 絡 が来

る)、 街 全 体 、 区全 体 が停 電 にな る こ

とは め つた にない。 一流 ホテル や 外 国

人 専用 マ ン シ ョンに は、 自家発 電 が あ

り、そ の地域 が真 つ暗 な 中で も光 を こ

うこ うと放 ってい る。 1, 2時 間 の停

電 な らハ ノイ で も よ くあ った。 しか し

今 日のサイ ゴンの停 電 は長 い。

大 学 か ら帰 つて きて もフ ァンは止 ま

った ま ま。 冷蔵庫 の ヨー グル トは溶 け

て しま って い る。

年後 2時 、 雨季 に はお決 ま りのス コ

ル 。 今 日のス コール は あま り強 くな

い。 雨音 が ゆ るや か だ。

短 い休 息 の後 、停 電 が終 わ つて い る

こ とを期待 して、 フ ァンのスイ ッチ を

入れ るが、動 か ない。

普通 、停 電 の時 には、涼 しさを求 め

て外 へ脱 出す るのだ が、今 日は体調 が

良 くない こ と と重 な つて 、外 出す る気

分 に もなれ ない。

そ うして い る うちに、 だ んだん 日が

暮 れ て きた。 昨年 オープ ン した 日系企

業 のデパ ー トのネ オ ンが輝 きだ した。

あの看 板 の 1文 字 分 の明 る さが あ つた

ら―・。

ベ トナ ム で は停 電 は 日常茶飯 事 。 だ

か ら必 ず懐 中電灯 、 ろ うそ くを常備 し

てお くのが 常識。 それ に もかかわ らず 、

うかつ だ つた私 は、 これ らの 2つ とも

持 つて い な か った。 (こ ん な時 に改 め

て 自分 の性 格 を嘆 く。 )

現在 20時 20分 。 大 家 さん が ろ うそ く

を持 って きて くれ る。 大 家 さん 曰 く、
「あ とち ょっ とで 、電気 がつ くよ」。

しか し、 ベ トナ ム 人 の 「あ と ち ょ っ

と」 は 時 に 1、 2時 間 を指 す。 いった

いいつ になった ら停電は終わ るのだろ う。

日本 で は台風 の時 ぐ らい しか停 電 は

起 こ らない。 ベ トナ ムの都 市 で は電気

・ 水道 は まだ十 分 な量 が あ るわ けで は

な く、住 ん でい る地域 に よって は慢性

的 な電気 ・水不 足 とい うところ もあ る。

私 が住 ん でい る 1区 は比 較 的外 国人 が

多 く住 ん でい るので 、恵 まれ てい る。

水 で も電気 で も 「あ つて 当然 」 と考

え るの はお か しい。 蛇 口をひねれ ばす

ぐに水 が、 スイ ッチ をつ けれ ばす ぐに

灯 りが 、 と思 う前 に、 い つた い この水

は どこか ら来 て い るのだ ろ う、電源 入

れ つぱ な しの ものは なか った か な あ と

考 え て み る と、 また新 たな資源 に対す

る J思 いがでて くるのではないだろ うか ?

結 局 、 この 日は 8時 40分 に停 電 は終

わ つた。長 い停 電 だ つた。

(5月 17日  自宅 に て )

導鞠

あ と

"ゞ

き

今 回 か ら、 メール ア ドレス を持 って

い る皆 さん には 、 メール レター と称 し

て送 つてみ るこ とに しま した。

気 軽 に感想 、意 見 、希 望 、質 問 を返

信 して も らえた ら、 うれ しいです。

も う少 した つた ら、イ ンターネ ッ ト

上 で 、 い ろい ろな人 の意 見 が 自由に交

換 で き る場 を作 りたい と思 つています。

次 回 は、ベ トナ ム とい う国、そ して

北 のハ ノイ と南 のサイ ゴンにつ いて書

きた い と思 つて います。

ホー チ ミン市 に て 高橋  佳代 子

電子 メール : kayokO@hcmo fpt,vn
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ベ トナ ム滞在記  その 1

神 戸。 1995年 1月 17日 。 私 の 22歳 の

誕 生 日。「お め で と― 。 」「ケー キ食 べ

よ―。 」「ろ うそ く20本 に しとく― ?」

… … なんて会 話 は もち ろん なか つた。

覚 えてい らつ しゃ るだ ろ うか。 この 日

を。 私 は忘 れ て い ない。 ガ ス もれ の臭

ぃや 立 て続 け に起 こった余 震 におび え

た 日々 を。

当時大 学 の 3回 生 だ つた私 は 、近 づ

い て い た春 休 み を利 用 して タイ ヘ卒業

後 の住 み家 を探 しに行 こ うと 目論 み 、

準備 中だ つ た。 興 味 の あ つた教 育 関連

NGOの い くつ か を現 地 へ 「直 接 訪

問 !」 企 画 中だ つた ので あ る。 それ ど

ころで はな くな った のは言 うま で もな

い。 被 害 が 比 較 的軽 か つた 自宅 は落 ち

着 い た もの の、海 外旅行 なんて 出 られ

る状 況 /心境 で はな い。 しば ら く被 災

地 の 中心 で お 手伝 い を始 め る こ とに し

た。
「ベ トナ ム人 の被 災者 た ちが も う一

度 日本語 を勉 強 した い ら しい」 。 言葉

の壁 のた め に避 難 所 で差 別 され た のだ

ろ う。 真 冬 の 、す きま風 だ らけの公 園

のテ ン トに た く さん のベ トナ ム の方 々

が集 ま り、被 災ベ トナ ム人 日本 語 教 室

が始 ま つた。 次 第 に私 は この、ヘ ンな

関西 弁 を使 い こなす 陽気 なベ トナ ム人

た ち に魅 かれ て い つた の で あ る。授 業

中 に もか か わ らず祖 国の料理 や 街 の様

子 を一 生懸 命 説 明 して くれ る。 何 よ り

も 自分 の国 に対 す る誇 りを感 じた。 そ

してそれ は私 が十分 に持 つてい ない も

ので もあつた ので あ る。

よ― し、予 定 変更。 ベ トナ ム に しよ

っ と。 ま、 隣 の国や し、 えつか。 と り

脇 平 裕 美

あ えず食 べ るた めに現 地 の 日本 語 教師

の職 を得 た。 こ こだ けの話 だ が 、 この

職 業 を私 はた だ の 「現 地 NGOを 探す

ま で の “つ な ぎ"」 に した の だ。 世界

中 で ご活躍 の 日本語 教 師 の皆様 、 ごめ

ん な さい 。 と に か く私 は 私 な りに、

「い つ で も全 力 投球 」 をモ ッ トー に、

サ イ ゴンヘ乗 り込 んだ。

暑 い。 うる さい。 ほ こ りつぽ い。先

輩 方 の授 業 見 学 や迫 つて くる初 授 業 を

考 え る と南 国 の 当た り前 の暑 さが さ Ⅲ

に暑 く感 じる。 で もこ こは陽気 な南 田。

冷 えたベ トナ ム コー ヒー 1杯 です べ て

が ま る うく収 ま る。 い つ もの アイ ス コ

ー ヒー か らス テ ップア ップ して 、今 日

は アイス ミル ク コー ヒー に して み よ う。

「お ば ちゃ ん。 アイ ス 、 ミル ク、 コー

ヒー 。砂 糖 、 な し、ね。 」 つ た ないべ

トナ ム語 でが ん ばった。

「☆ #$%&△ !」

… …何 か ゆ うて る。 で も分 か らん。

と りあえず 日本 人 は笑 顔 笑顔 。 来 た来

た。 お ば ちゃ ん が ミル ク入 りの コー ヒ

ー を持 って きた。 通 じたや ん。 ん ??
あ、甘い。
「お ば ちゃん 、砂 糖 、 な し、 つて ゆ ´

たや ん !!」
「△ &%$#☆ !」

また分 か らん。 自分 の語 学力 を反省 。

も う一度 「砂 糖 な し」 の発 音 を練 習 し

よ う。 ……⑥ ベ トナ ム の ミル ク コー ヒ

ー の ミル クは練 乳。 つ ま り 「砂 糖抜 き

の ミル ク コー ヒー 」 な んて不 可 能 だ、

とい う事 実 を知 つた の は そ れ か ら1か

月 後 だ つた。 (つ づ く )
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